













































地域イノベーション第 6 号 − 2 −
ターネットの活用など販売ルートの開発であり、それは人間関係やネットワークの構築でもある。漁
業でもさまざまなイノベーションが見られる。畜養、ロードサイド店の展開、CAS（CELLS ALIVE 
SYSTEM）の活用など、既存技術を活用する知恵やノウハウを生み出している、いわば「システム・
イノベーション」と「サービス・イノベーション」である。とすれば、「6 次産業化」などとわけのわ
からない曖昧な言い方ではなく、「イノベーション」と呼んだ方がいいのではないか。林業について
も、住宅用の木材を直接販売したり、木工家具、燃料などの直接販売が試みられ始めている。ここに
もイノベーションが見られる。
　いずれにせよ、農業も漁業も林業も高付加価値を実現するためにサプライチェーンをどのように構
築するのかという課題の解決こそが 6 次産業化であり、大げさにいえばビジネスモデルの再構築であ
る。そのためには「システム・イノベーション」であり、「サービス・イノベーション」が必要であ
る。
　6 次産業化における成功事例を見ると、多くケースは農業や漁業以外の他産業から知識や経験を持
ち込んでいる。大学や研究機関からの知見もある。これはシュンペターのイノベーションの概念「新
結合」に近いといっても良いかもしれない。農業、漁業、林業どの業界でも、生産者が生産者自身で
何らかのイノベーションをしなくては競争力がなく高い付加価値を実現できないということでもあ
る。それは地方の地域で知識や情報を積み上げ創造しなくてはならないことを意味する。それを担う
人材が必要になる。ともかく、業界の常識や経験だけではイノベーションは難しい。むしろそれは「岩
盤」となってイノベーションを阻む可能性がある。
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